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回　答　ま　と　め

・夏期休業終了まで活動中止

・6月末～7月に本格活動開始

　　時間・場所・日数はほぼ通常に戻る

・通常より時短で活動

・1時間程度の活動

・平日は1日1～2時間、休日は3時間以内で、土日のどちらか休み

県教育委員会のガイドラインに準ずる。

・できるだけ屋外で練習

・窓の方を向いて歌唱する(窓は開放)

・換気と消毒を常に行う(意識づけ)(キーボードや室内の消毒)

・マスク着用のまま歌い、備品は一定時間ごとに消毒

・フェイスシールド着用で、距離を取り発声

　　　(マスクより歌いやすいという感想と歌いにくいという感想にわかれた)

・各自ビニール傘を持ち傘に向かって発声(マスクは苦しい)

・背を向ける形で練習

・部員は、双方向性のオンラインで、録音したビアノ伴奏に合わせて歌唱動画を撮

　影・提出し、編集担当が合成し、Youtubeにアップし、先生方に感想をいただく

・器楽や他の活動に取り組ませ、広い視野で音楽をとらえ、歌や合唱の特性を感じら

　れる指導

・譜読みを進める

・CDやDVDでプロの演奏を聴き、学びを深めている

・ハミングのみ

・顧問による個人レッスンとアプリを学校のHPへアップする

・キーボードを使って、ハーモニーの学習

・悲観的にならず、可能な限りで前向きに状況をとらえ、今できることを常に探すよ

　うにしている

・ボランティアコンサート用として、DVDを作成する

・リモート合唱の制作

・意欲を落とさない活動を、できることを工夫して行っている

現在の状況



・部を存続させるため。兼部を認め、活動日を減らしている

・顧問による発声指導(1～3人くらい)

・声を出さずに、体幹を鍛える運動

・読譜力を上げる

・アプリを使用し、練習の成果を学校のHPにアップする

・中庭で、新入生勧誘の演奏を実施

・少人数のグループで練習

・連絡などは、極力オンラインで行う


